
 

 

 

 

 

 

 

東京ベーシック・ドリル算数診断シート Bの結果【小学校第６学年令和２年 12 月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ベーシック・ドリル算数診断シート Cの結果【小学校第６学年令和３年３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 平均正答数 平均正答率

正答率 44.4% 80.4% 64.8% 70.2% 78.1% 67.9% 52.0% 62.9% 42.5% 57.7% 59.6% 34.0% 54.7% 77.4% 71.4% 33.4% 9.7 60.6%

正答数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 計

人数 31 32 47 46 59 59 58 85 77 91 108 110 128 119 128 94 93 1365

割合 2.3% 2.3% 3.4% 3.4% 4.3% 4.3% 4.2% 6.2% 5.6% 6.7% 7.9% 8.1% 9.4% 8.7% 9.4% 6.9% 6.8%

児童数 1365立川市立小学校【小５診断シートB（小６実施）】
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名

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 平均正答数 平均正答率

正答率 61.7% 85.5% 68.9% 78.0% 82.7% 76.0% 60.1% 73.7% 73.5% 62.4% 74.9% 36.1% 61.5% 79.0% 75.4% 51.6% 11.2 70.3%

正答数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 計

人数 21 19 15 32 28 44 35 52 62 77 100 105 111 128 163 168 179 1339

割合 1.6% 1.4% 1.1% 2.4% 2.1% 3.3% 2.6% 3.9% 4.6% 5.8% 7.5% 7.8% 8.3% 9.6% 12.2% 12.5% 13.4%

児童数 1339立川市立小学校【小５診断シートC（小６実施）】
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令和３年度 立川市教育委員会 学力向上推進事業 

令和３年６月１１日 
総合教育会議報告資料 
教 育 部 指 導 課 

 
 

○令和２年度の学力調査等について 

 令和２年度については、新型コロナウィルス感染症対策等のため、全国及び東京都の学力調

査は実施されなかった。 

 このため、各学校で使用されている「東京ベーシック・ドリル」の診断シート結果を教育委

員会において集計・分析することにより、児童・生徒の学力の定着度を測ることとした。 



 

東京ベーシック・ドリル数学診断シート Bの結果【中学校第１学年令和２年 12 月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ベーシック・ドリル数学診断シート Cの結果【中学校第１学年令和３年３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 平均正答数 平均正答率

正答率 51.1% 45.9% 43.0% 44.5% 43.2% 35.4% 54.8% 19.9% 23.5% 42.3% 44.0% 23.5% 46.1% 33.6% 8.0 56.9%

正答数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 計

人数 41 27 40 60 59 74 79 112 118 131 122 107 83 78 54 1185

割合 3.5% 2.3% 3.4% 5.1% 5.0% 6.2% 6.7% 9.5% 10.0% 11.1% 10.3% 9.0% 7.0% 6.6% 4.6%

生徒数 1185立川市立中学校【小６診断シートB（中１実施）】
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名

問題番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 平均正答数 平均正答率

正答率 50.5% 52.7% 46.0% 46.3% 49.3% 36.8% 38.9% 32.5% 34.0% 50.5% 53.4% 38.4% 57.1% 58.0% 9.0 63.9%

正答数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 計

人数 25 24 44 33 45 57 79 79 92 86 117 137 131 134 97 1180

割合 2.1% 2.0% 3.7% 2.8% 3.8% 4.8% 6.7% 6.7% 7.8% 7.3% 9.9% 11.6% 11.1% 11.4% 8.2%

生徒数 1180立川市立中学校【小６診断シートC（中１実施）】
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（成果） 

〇令和２年１２月の結果と比較して令和３年３月の結果の平均正答数、平均正答率が向上した。 

〇正答数０の割合が減少した。 

〇小学校、中学校ともに、学習内容の定着が進んだと言える。 

（課題） 

●診断シートの難易度を考慮すると、さらなる正答率の向上が求められる。 

●誤答があった児童・生徒に対して個別の支援を充実させ、学習内容のさらなる定着を進める必要がある。 

成果と課題 

 
〇児童・生徒への定着を促す支援 
１ 東京ベーシック・ドリルの活用の推進 

 ⇒基礎的・基本的な内容の定着率向上により、児童・生徒の学習のつまずきを防ぐ。 

２ 授業改善に向け「立川スタンダード２０」の活用及び充実 

 ⇒児童・生徒への個別の手立てや手助けとなる教材の提示など、基礎・基本の定着に向けた授業改善の充実。 

３ 学習機会の複線化 

⇒「地域未来塾事業」（放課後等の学習指導員の派遣） 

４ PASEO（理科支援員）の配置 

５ 指導課訪問による授業力の向上 

６ 研究指定校事業の PDCA サイクル化 

７ 一人一台端末を活用した個別学習の充実 

〇児童・生徒のさらなる習熟への支援 
１ ＩＣＴ教育の推進 

 ⇒タブレットＰＣ端末の活用、プログラミング教育の推進 

２ 教育力向上推進モデル校事業の活用 

 ⇒教科担任制、立川市民科、カリキュラム・マネジメント 

３ 学習機会の複線化 

⇒小学校「地域未来塾事業」（企業等との連携） 

 ⇒中学校「スタディ・アシスト事業」（企業等との連携） 

４ 立川版科学コンテスト 

⇒夏季科学講座（中学生）の実施 

５ 小中連携外国語活動の推進 

 ⇒小中連携の継続とＡＬＴによる支援の充実 

６ 立川市民科の充実 

 ⇒探求的な学びを実現する教科横断的な学習の充実 

〇児童・生徒の意欲を育む支援 
１ 立川市民科の充実 

⇒立川市民科地区公開講座の実施、令和４年度に向けた教科化の検討 

２ キャリア〈生き方〉教育の推進 

 ⇒立川夢・未来ノートの活用 

３ 「立川学級力スタンダード」の活用 

４ 幼保・小中連携教育協議会の開催 

５ 持続可能な社会づくりに向けた教育の推進 

６ 外国語活動の充実 

 ⇒ＴＧＧ体験学習への補助〈全小学校〉、東京都中学校英語スピーキングテスト〈全中学校〉 

７ 理科教育振興事業～Tachi・Rika～ 

８ 市内全校でのコミュニティ・スクールの実施 

課題を解決する施策の展開 


